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除務 (ArgonPlasma Coagulatjon: APC使用による)が有効だった症
例を経験したため報告する.[症調172議.男性， 2∞3年4/30に右謡
平上皮癌に対して右中下葉切除務強行し，以後~蒋外来にて定期的に
fol1owしていた 5/4夕方に呼吸苦が出現したため救急外来受診、急
性呼吸不全と腕部CTにてお主気管支を欝議するmassと右蕗の含
気低下を認めたため気管内挿管後，気管支鋒を;施行し右主気管支を誌
ぽ閉塞する鐙壌を確認し入説となった.入詮議人工呼吸管理とステ
ロイド投与などで呼吸状壌は若手改善みられたが.~撲によって右主
気管支が閉塞し，呼吸状態がi霊化するという状況が額留にみられたた
め.5/10'こ気管支麓下遊蕩切除鑑 (APC捜紹による)を施行した.
;fj上葉気管支入c1部の穣保を皆様として治療を行った.施苛時間は釣
70 分間で.替f~tl出血はほとんどみられなかった.r会穣後気管支断鶏鵠
の題壌は遺残するもののお上議気管支は掲存し，呼経状態も改善，安
定みられた.5In人工呼吸器難説，以後経逃i主Jだった.題務部数の
際;こ探駐した検体にて議平l:1U惑と診甑されたが，残存勝機能や全身
状態などから手続は器難と特続し，今後遺残している緩畿に対して設
射線!注射を予定している.[総務}気管支内肢を関議するような鑑識iこ
より呼敏不全を認める捺.APCを費用した気管支鏡下麓謡、切除艇は
救命のためには非常に;有用な治援であることを経験した.
